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同じ参加者だったからこそ分かるサポート隊の役割

第4回のテーマは【想像力】

お題のイラストを描き、互いに何の
イラストを描いたのか想像するゲー
ムを行いました。

「想像力のゲーム最高！」といった
感想が出るほど、過去１番盛り上
がった。その後、能登半島発祥の
「ごいた」を行うと、サポート隊の
方が自主的にルールが分からない方
をサポートする姿が見られました。
次回は、参加者の家族、友人を招い
てボードゲーム会を開催。「トルク
で仲良くなった人を呼びたい」等の
声もあがり、普段と違う講座ワクワ
クされていた。

地域の人をお招きしてボードゲー
ム会を開催。第１回の講座で学ん
だ自己紹介ゲーム「佐藤です。好
きなおにぎりの具は梅です。」や、
チーム対抗「ナゼカヨメチャウ」
大会を行いました。

その後、各テーブルごとに好きな
ボードゲームで遊ぶお楽しみタイ
ム。「前に遊んだゲームが面白
かったから」と、お友達と一緒に
ゲームを楽しまれていました。コ
ミュニケーションゲームを中心に
盛り上がり、初めて同士でも楽し
い時間を過ごすことができました。

2024年2月19日 第4回

自分が楽しかった事を、友達と一緒に楽しみたい

2024年3月18日 第5回
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